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１ 出火日時 

２月○○日 午後 0 時○○分 

 

２ 火災概要 

長屋住宅から出火し，出火建物が全焼したほか，隣接建物３棟が焼損，出火建物の住

人がやけど等の怪我を負ったもの。 

 

３ 原因概要 

住人が，火がついたままの石油ストーブに，給油後のカートリッジタンクを戻そうと

したところ，蓋を確実に閉めていなかったため，こぼれた灯油が石油ストーブ本体にか

かり，引火したもの。 

なお，住人のやけど等の怪我は，出火した際の急激な炎により受傷したもの。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

担 当：予防課 

連絡先：0226-22-6693

石油ストーブカートリッジタンクキャップ閉め忘れによる火災 

（セーフティロック式キャップ）

▲石油ストーブ発掘状況 ▲発掘されたカートリッジタンクの状況。

キャップのセーフティロックが外れ，開

いた状態になっている。 

カートリッジタンク石油ストーブ 


